
行
限
度
決
定
根
拠
と
し
て
屡
ミ
論
ぜ
ら
れ
て
き
た
。
然
し
何
を
以
て
適
正
の
基
準
と
考
え
る
か

或
は
算
定
方
式
会
如
何
K
す
る
か
に
つ
い
て
は
種
々
の
謡
誌
の
余
地
が
あ
る
所
で
あ
る
。

適
正
通
貨
量
は
い
う
ま
で
も
な
く
政
策
概
念
で
あ
り
、
通
貨
主
義
は
現
実
の
勤
き
が
如
何
に

銀
行
主
義
的
で
あ
っ
て
も
政
策
概
念
と
し
て
は
何
人
も
否
定
し
得
な
い
。
而
し
て
通
貨
主
義
的

政
策
が
現
実
的
に
可
能
で
あ
る
こ
と
は
実
証
さ
れ
つ
与
あ
り
、
そ
の
作
用
過
程
も
成
程
度
明
ら

か
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
適
正
通
貨
置
の
意
義
を
実
際
の
推
移
に
当
恨
め
て
明

確
化
し
う
る
器
撤
が
生
れ
つ
L
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
通
貨
政
策
の
復
柄
就
中
そ
れ
が
或
程

度
成
功
を
収
め
て
き
た
現
実
は
、
適
正
通
貨
量
に
新
た
な
意
義
を
与
え
つ
L
あ
る
と
い
え
よ

う
。
通
貨
政
策
は
単
な
る
通
貨
量
増
減
政
策
で
は
な
い
。
通
貨
の
読
通
乃
至
は
通
貨
流
通
の
作

用
全
般
を
通
貨
の
側
か
ら
規
整
す
る
政
策
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
全
体
に
対
す
る
数
量
的
諸
問

つ
時
に
木
和
の
通
貨
情
勢
分
析
は
若
干
意
味
が
出
で
ぐ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

係
を
明
か
に
す
る
も
の
が
、
適
正
通
貨
畳
の
問
題
に
外
な
ら
な
い
。
そ
し
て
か
L
る
見
地
に
立

(
二
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二
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五一二

一
、
通
貨
の
範
囲
と
流
通
態
綴

通
貨
特
に
預
金
通
貨
増
加
の
事
情
を
述
べ
る
前
に
通
貨
の
流
通
態
様
等
か
ら
み
て
通
貨
の
範

金

融

緩

和

と

預

金

通

貨

金
融
緩
和
と
預
金
通
貨

一口

nH官
ょ

・

1
A
・

円
枠

H
4官
n
1
h
A
v

・41d
・

→ー ，...，

支給
十 =
十
年一

堂孟
の
ぜ月

る掲

;ぎ
る、
4・ぁ
:?る

涙が

ぞ奥
お京

最
近
に
お
け
る
金
融
の
緩
和
は
種
々
の
形
で
表
わ
れ
て
い
る
。
即
ち

H
銀
貸
出
金
の
著
減
、

オ
ー
バ
ー

・
ロ
l

ン
の
是
正
、
コ
ー
ル
残
高
の
増
加
、
金
利
の
急
速
な
抵
下
等
が
こ
れ
に
外
な

ら
な
い
が
、
そ
の
一
環
と
し
て
通
貨
供
給
量
特
に
預
金
通
貨
が
増
加
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ

る
。
と
れ
ら
金
融
緩
和
の
実
態
を
示
す
指
標
を
一
家
に
取
纏
め
る
と
次
の
通
り
と
な
る
が
、
緩

慢
化
し
た

一
般
金
融
事
情
の
.
卜
で
通
貨
就
中
預
金
通
貨
が
如
何
な
る
意
味
を
持
っ
て
い
る
か
に

つ
い
て
、
い
さ
さ
か
検
討
し
て
み
た
い
。
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一
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四
二
三
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二
、
瓦
八
二

二一
一、
O
八
三

二
ニ
、
五
二
一

通

聞
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
か
を
検
討
し
一
応
こ
れ
を
定
義
づ
け
て
債
〈
。

通
貨
の
範
囲
を
ど
こ
に
限
定
す
る
か
は
積
々
の
問
題
が
あ
る
が
、
現
金
通
貨
の
外
に
預
金
通

四
八
三



論

説
(
そ
の

金

ー、J

融

貨
を
加
え
化
総
合
通
賞
と
し
て
そ
の
動
向
を
注
目
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
、
西
欧
諸
国
の
例
か

ら
い
っ
て
も
わ
が
国
の
実
情
か
ら
い
っ
て
も
先
ず
疑
問
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
総

合
通
貨
量
を
い
か
に
適
正
な
量
に
調
節
す
る
か
が
金
融
当
局
の
使
命
で
あ
ろ
う
。
唯
、
我
国
で

は
現
金
通
貨
の
比
重
が
諸
外
国
に
比
し
か
な
り
高
い
た
め
に
、
や
や
と
も
す
る
と
内
現
金
通
貨

の
み
を
以
て
通
貨
動
向
判
断
の
基
準
と
し
が
ち
で
あ
る
。
ま
た
預
金
通
貨
は
究
栂
に
お
い
て
は

現
金
通
貨
に
文
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
否
定
し
難
い
。
然
し
戦
後
十
年
を
経
過
し
、
信

(
第
二
表
)

通

貨

の

在

日

と

流

通

.

徹

年

註
一現
金
通
貨
残
高

〈

a
)

月

末

十十
八

年

九

月

'・・ぃ
l

L

3

1

』
句
ノ
l
t

i

，寸
ノ
ι
t
'

十
二
月

年

三
月
六
月
h
bヨ
J

四

d

，
•• 

，J
 

十
月

十
一

月

回、七七五つヌ
・八一)

回、七一穴(ニ九
・ニ)

豆、九
(〕入〈回
一一--一)

回、八百
5
0
一七
・七)

回、九
O
岨
(--七
・七一)

岨
、A
-
J
一(ニ穴
・九)

五、(〕
州主(ニ七
・七)

}品、一回豆(ニ七
・穴)

一
十

一
註
=

一
預
金
通
貨
残
高

一

(b
)

一
一、
三
ニ(七
0

・一)

一一、問-一
三
(七
0

・入〉

一豆
、
oz
一(六人
・八〉

一-一、zλ-
一〈
七-一-do

r
-、七七{〕(七三
-
u
一)

一=『O
A
E
(
七冨一
・一)

一三
、一
回ニ(七二
・一一一)

一=一
、さ一一(七二
・凶)

総
合
通
貨
残
高

(
a
+
b
)
 

%
一

一豆
、九八七
(一
()O
〉
一

}点
、
一三九(一
O
O
)

一

一八、九
冒完全
0
0
〉
一

主
主
一
〈
一

8
〉
一

石

毛
回
(一

8
)

一七、九
(〕忍(
一{
)
O
〉

一人、

一八七(一
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六(一
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一

四
八
四

用
取
引
も
か
な
り
戦
前
に
復
し
た
現
在
、
預
金
通
貨
の
動
向
を
無
視
す
る
こ
と
は
出
来
な
い。

最
近
の
わ
が
国
に
お
け
る
通
貨
の
疏
通
態
様
を
み
る
と
、
預
金
通
貨
の
流
通
量
は
現
金
通
貨

の
そ
れ
の
約
三
倍
に
達
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
(
第
二
表
参
照
)
。
ま
た
、
昭
和
二
十
九
年
秋

頃
ま
で
に
お
け
る
金
融
引
締
め
の
棲
透
過
程
も
或
い
は
そ
の
後
の
小
康
ひ
い
て
は
数
量
景
気

も
、
預
金
通
貨
の
動
き
を
併
せ
考
え
な
け
れ
ば
到
底
説
明
し
難
い
。
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現
金
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ハ
A
t-凶
銀
行
月
中
預
金
支
払
額
v
l
〈
合
同
銀
行
列
中
現
金
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払
扱
)
、
滋
々
問
題
が
あ
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が
利
川
し

ωる
統
計
の
中
日
制
も
適
当
な
も
の
と
み
ら
れ
る
。
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-
、
各
計
数
は
第
一
一衆
註
に
述
べ
た
と
同
一

の
方
法
に
よ
り
算
出
。

二
、
十

亡
月
の
預
金
通
貨
施
通
績
の
対
前
年
同
月
比
指
数
が
低
い
の
弘
前
年
十
一
月
が
興
常
に
筒
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

次
に
預
金
通
貨
を
常
識
的
に
H

要
求
払
預
金
H

乃
至
は
H

営
業
性
預
金
H

と
定
義
づ
け
て
込
、

そ
の
範
囲
を
具
体
的
に
ど
こ
ま
で
と
み
る
か
は
、
結
局
金
融
取
引
の
態
械
な
り
慣
習
な
り
に
よ

り
、
実
情
に
即
し
て
決
定
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
先
ず
当
座
預
金
通
知
預
合
及
び
別
段
預
金
を

そ
の
簡
鴎
に
含
め
る
と
と
に
は
さ
し
て
問
題
は
な
い
が
、
普
通
預
金
を
加
え
る
べ
き
か
杏
か
に

つ
い
て
は
疑
問
の
余
地
も
な
い
で
は
な
い
。
然
し
普
通
預
金
の
実
態
を
み
る
と
、
法
人
預
金
が

約
四
割
を
占
め
、
当
座
預
金
と
の
振
替
え
が
頻
繁
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
個
人
預
金
中
で
も

営
業
資
金
と
し
て
活
問
さ
れ
て
い
る
部
分
が
都
め
て
多
い
模
様
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
通
貨
性

預
金
と
し
て
扱
っ
て
も
、
先
ず
差
支
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
普
通
預
金
の
増
減

が、

財
政
の
撒
趨
乃
至
受
超
に
よ
っ
て
変
動
の
著
し
い
当
座
預
金
と
か
な
り
矧
似
し
た
変
動
を

示
し
、
一
方
殆
ん
ど
コ
ン
ス
タ
ン
ト
な
増
勢
を
辿
っ
て
い
る
定
期
性
預
金
と
は
全
〈
掠
っ
た
動

き
を
な
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
証
明
さ
れ
る
の
(
第
三
表
参
照
)
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一

四
九
一

四
四
八

十

年
十
一十
月月

註

一
O
二
・二

一
O
一子
四
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金

融

紐

和

と

預

金

通

貨

lE面

一
O
九
・四

一
一
0
・阻

三
0
・

ー O

一
O
九
・八

一O
九
・
O

一
二
三
・六

一
一
一
・七

一
一
九
・八

一
一
一
・O

一

一
O
一

八
六
七
一

二
五
回
一

一

一一

一

一
六
五
一

ご

=

《
註
V

い
ず
れ
も
全
凶
金
同国
縁
関
の
各

m
m金
!
な
お
当
邸
別
金
は
全
国
金
川闘
機
関
保
布
小
切
手
の
明
滅
そ
例
怒
。

二
、
通
貨
量
の
膨
脹
傾
向
と
そ
の
供
給
要
因

前
項
で
述
べ
た
如
き
範
囲
の
通
貨
増
減
の
推
移
を
、
引
締
政
策
開
始
以
後
に
つ
き
辿
っ
て
み

る
在
、
三
つ
の
段
階
に
分
け
る
と
と
が
で
き
る。

第
一
の
段
階
は
金
融
引
締
め
政
策
の
効
果
が

顕
現
し
デ
フ
レ
気
通
が
頓
に
濃
化
し
投
売
、
倒
産
等
も
目
立
っ
た
時
期
(二
十
九
年
一

J
九
月
)

で
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
は
、
特
に
預
金
通
貨
の
減
勢
が
著
し
か
っ
た
。
第
=
の
段
階
と
し
て

は
、
輸
出
の
増
加
が
ら
園
際
収
支
が
黒
字
に
転
じ
始
め
、
財
政
の
撒
超
、
加
え
て
市
中
貸
出
の

増
加
傾
向
か
ら
再
び
預
金
通
貨
が
徐
々
に
増
勢
に
転
じ
、
金
融
緩
和
の
来
地
が
形
成
さ
れ
・た
・時

期
(二
十
九
年
十
月

t
一一一
十
年
六
月
)
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
頃
は
一・進

一
退
の
景
況
な
が
ら
デ

フ
レ
現
象
は
概
ね
小
山
肌
乃
至
は
回
復
歩
調
を
み
せ
た
ι
第
三
一の
段
階
は
、
笑
体
経
街
面
に
お
け

る
数
量
景
気
明
確
化
に
照
応
す
る
が
、
輪
山
の
好
調
に
よ
る
外
為
会
計
の
支
払
に
加
え
、
食
管

会
計
の
撒
布
も
あ
っ
て
財
政
の
撒
起
に

一
段
と
拍
車
が
か
け
ら
れ
た
た
め
、
引
続
き
預
金
通
貨

が
増
勢
を
辿
っ
た
ほ
か
現
金
通
貨
も
前
年
の
水
準
を
上
廻
り
、
通
貨
の
増
勢
が
全
般
化
し
ひ
い

て
は
一
一
胞
の
金
融
緩
慢
を
斑
ら
し
た
最
近
の
時
期
(一一一
十
年
七
月
以
降
)
で
あ
る
。

.一}一0
・

ム
一
一
一
七
一

二
九
七
一

七二
O二

二
八
O
一

二
九
六
-

(第
凶
表
〉

段
階
別
の
通
貨
動
向

(
単
位
億
円
、
カ
ツ
コ
内
前
年
同
期
)

次
に
通
貨
再
増
期
即
ち
二
十
九
年
十
月
以
降
最
近
迄
の
総
合
通
貨
膨
脹
の
要
因
を
所
制
マ

ネ
l
サ
プ
ラ
イ
の
方
式
で
み
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

第(二
九

第(二
九

第(一二

O

一

段

・
一
J

九
)

二

段

.一

0
1
一一
一O

三

段

・
七
J

一
〉

預

金

通

合

通

現

通

貨

貨

一
総A 

武

二
一
四
五

(
一
二
三
)

て
五
三
五

(四
O
五
)

九
九
二

(五
二
一
)

A. 
羽L

、
二
六
一

六
λ
四〉

一
八
八

三
五
八
)

一
一凹

一

(一二
九
)

階。階階

r、
L::;.ーー

九
入
四

〈八

O
七
)

一、
三
四
七

〈二
四
七
)

七
五

一

(四
A
二
)

6. 

£当‘

四
八
五
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説
(
そ
の

一、_，

融

金

総
合
通
貨
供
給
要
因
(
二
十
九
年
十
月

I
三
十
年
十
一
月
)

位| 銀木ー財 ! I霊
草| 一行内耐 i太 lき
露
の

量覧

会
問

警
の
外
相
互
銀

11 
{自
打l
金
目t

f.i 
休
中

《

工

金
の
勘

定
を
含
め
た
も
の

四
八
六

(
単
位

億
円
)

内，園田---総-貸、

(
第
・4
表
附
表
)

〈

-

)

財

政

=一
、
七
七
二

五

四

七

一
市
中
貸
出

B

一

、、
、‘h
E
E

，a'''-

四
三
八
一
預
金
通
貨
二
、

O
九
八

一
貯

A 

銀
行
券

ムハ
、占ハ占ハ

蓄

『

A

金
融
の
デ
フ
レ
効
果
}

(貯
蓄
超
過
)
}
B

総

預

金

三、
一三
ニ
凶
現
企
通
貨
の
み
で
み
た
表
而
額

(
本
行
信
朋
減
財
政
撒
起
の
八
九
銘
〉

細
川
金
通
貨
を
含
め
て
み
た
実
質
額

ヘ
貯
蓄
性
預
金
と
市
中
貸
出
と
の
ギ
J

f

ヤ
ツ
プ
財
政
撒
超
の
一
-
一一一一鉱山

」

八
、
七
六
一

一、一一一一一占ハ

"、一一、、J

貯
蓄
と
貸
出
の
推
移

貯

蓄

財
政
撒
組

に
対
す
る

相
殺
皮
=
一
三
第

二

ovm

一
七
%

貸

出

差

額

二
九
・
一
0
1一一一
0
・
-一

三
九
二
二
J
一一一
0
・
一一

三

0
・
九

t
一
一

五
、
間
二
七

四
、
六
二
三

一
、
五
五
三

ム
-
、
二一ニ
ムハ

ふ

問

一
一一一一一

-
唱
¥
し
、

一
-，
ノ
-
ノ

六
、
六
六
三

五、

O
五
六

一
、
七
三
九

6 

こ
の
方
式
で
み
る
な
ら
ば
、
最
近
に
お
け
る
本
行
信
用
の
激
減
は
必
ず
し
も
そ
の
ま
ま
迎
貨

む
し
ろ
預
金
通
貨
の
増
加
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
と
と
が
明
か
と

な
る
。
と
の
点
に
特
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
即
ち
財
政
資
金
及
び
本
行
信
用
を
通
貨
発
行

要
因
と
み
て
現
金
通
貨
の
み
を
問
題
に
す
る
通
常
の
方
式
に
よ
れ
ば
、
こ
の
間
に
お
け
る
財
政

の
減
少
要
因
で
は
な
く
、

資
金
の
撒
起
は
本
行
信
用
の
減
少
に
よ
っ
て
大
部
分
(
八
九
%
)
相
殺
さ
れ
て
い
る
が
、
預
金
通

貨
を
含
め
た
総
合
通
貨
供
給
要
因
に
よ
れ
ば
、
財
政
撒
超
に
対
す
る
金
融
の
相
殺
度
は
一
部
分

(一
二
三
銘
)
に
止
ま
り
、
過
半
(
六
七
%
)
は
通
貨
増
と
な
っ
て
い
る
e

し
か
も
最
近
で
は
と
の

相
殺
皮
が
漸
次
低
下
す
る
傾
向
も
規
わ
れ
る
。
か
〈
て
財
政
撒
超
三
、

七
七
二
億
円
に
対
し
木

行
、
市
中
を
迎
じ
た
金
融
の
デ
フ
レ
効
果
(
市
中
段
階
に
お
け
る
貯
蓄
超
過
)
は
一
、
二
三
六
億

円
に
止
ま
り
、
残
り
の
こ
、
五
三
六
般
円
が
通
貨
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
最
近
に
お

け
る
金
融
緩
悩
の

一
つ
の
重
要
な
特
色
が
潜
ん
で
い
る
。
金
融
緩
慢
を
銀
行
勘
定
で
み
れ
ば
貸

出
に
対
す
る
預
金
の
超
過
と
い
う
形
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
預
金
の
中
に
は
貯

蓄
の
外
に
預
金
通
貨
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
・
な
わ
ち

最
近
の
金
融
郁
情
は
貯
蓄
超
過
と
い
う
よ
り
は
預
金
通
貨
を
中
心
と
す
る
通
貨
膨
服
と
い
う
面

が
強
い
と
い
え
る
。

こ
れ
に
対
し
デ
フ
レ
発
現
期
(
二
十
九
年

一
J
九
月
)
に
は
、
本
行
信
用
は
六
八
八
億
円
の
増



加
を
示
し
て
い
る
が
、

預
金
通
貨
を
含
め
た
通
貨
は
反
っ
て
大
闘
に
減
少
(=
、

し
て
い
る
。
そ
の
額
は
財
政
資
金
の
引
揚
げ
合
、
入
三
二
億
円
)
を
上
廻
っ
て
お
り
‘
結
局

一
一
一
八
億
円
〉

本
行
、
市
中
を
通
ず
る
金
融
は
こ
の
差
額
二
九
六
億
円
だ
け
デ
フ
レ
作
用
を
果
し
た
こ
と
と
な

る
。
預
金
通
貨
の
減
も
銀
行
の
金
繰
り
を
圧
迫
す
る
点
で
は
一
般
預
金
と
異
な
ら
ず
、
そ
の
た

め
本
行
信
用
は
表
面
上
増
加
し
た
に
す
F
な
い。

三
、
通
貨
流
通
額
と
通
貨
残
高
l
回
転
率
|

前
述
の
よ
う
な
総
合
通
貨
特
に
預
金
通
貨
の
増
加
も
現
実
に
購
買
力
の
発
動
と
な
ら
な
け
れ

ば
問
題
な
い
が
、
長
く
か
か
る
状
態
は
続
か
な
か
っ
た
。
二
十
九
年
十
月
以
降
始
ま
っ
た
総
合

通
貨
供
給
量
の
地
加
か
ら
数
カ
月
の
タ
イ
ム
ラ
ツ
グ
は
あ
る
が
、
現
央
の
購
買
力
化
を
示
す
流

通
額
の
指
標
も
漸
増
の
過
程
に
入
り
、
遂
に
最
近
は
通
貨
供
給
の
増
加
率
を
上
廻
る
に
至
っ
た

(
第
二
表
附
表
参
照
)。
と
れ
は
経
済
実
体
面
に
お
け
る
H

数
量
景
気
u

と
照
応
す
る
も
の
で
あ

り
、
目
下
の
処
イ
ン
フ
レ
的
な
通
貨
事
情
と
は
い
え
な
い
が
、
一

E
増
加
し
た
通
貨
は
何
れ
は

購
買
力
化
し
て
い
〈
過
程
を
示
す
も
の
に
外
な
ら
な
い
。

「通
貨
供
給
額
蒋
噌
勢
・
・
・
ヘ
預
金
通
貨

}

f
現
金
通
貨

戸
流
通
額

再

増

勢

・
:
¥
預
金
通
貨

-
註

一

一現
金
通
貨

戸徒
二

一十
九
年
政
よ
り
顕
著

一十
年
夏
よ
り

手

本
年
年
初
よ
り
増
λ
月
以
降
顕
著

本
年
六
月
以
降
漸
増

世

註

対

前

年

同

期

比

一十
九

年

十

二

月

一

O
七
・
o

一一

十

年

一
月

一

一

七

・五

八

月

二

=

一二
二

十

月

二

三一
・六

十

一
月

一

-

一
・七

対
前
年
同
期
比

一一
一月

九
八
・=一

六

月

一

O
一一一
・五

十

月

一

O
九
・八

十
一

月

一

O
九
・0

こ
の
よ
う
な
事
情
を
通
貨
の
囲
転
率
と
い
う
点
か
ら
み
る
と
、

通
貨
が
増
勢
に
転
じ
た
頃
は

総
体
と
し
て
の
回
転
は
鈍
化
し
、

漸
次
そ
れ
が
回
復
す
る
と
い
う
順
序
を
経
て
、
最
近
で
は
か
一

な
り
高
い
水
準
に
あ
る
。

金

融

緩

和

と

預

金

通

貨

(
第
六
表
)

通
貨
回
転
率
の
推
移

(
カ
ツ
コ
内
は
前
年
同
月
〉

中

ii-1 
通
貨
回
転
率

(註
二
V

(
註
一
)

当
座
預
金
回
転
率

年

月

一一一
・O
四
っ
て
七
六
)

一一
一・五
三
っ
て
九
四
)

一一
一・二
一
〈
一
二
・
O
四〉

三
・二
五
(
四
・O
四
)

三
・四
八
〈=一
・五
三
)

一一一
・四
五
〈
三
・三

一
)

一一一
ニ
一一

〈三
・
一
八
)

一ニ
・凹
O
(三
ニ
二
)

コ
一・四
0
2一・
一
四
〉

=一
・四一
二
〈=一
・二
五
〉

一
五
二
六
二
五
・二一

)

二
0
・七
回
二
六
・三
五
)

二
て
八
九
(
一
Ha
・
二
ハ
)

ニ
て
七
三
(
一
八
・七
八
)

二
回
・
O
六
(
二
0
・七
回
)

-九・
二
六
(
一
九
・六
二
)

一
七
・八
九
(
一
九
・五一

)

二
了
一一一

(ご

了
八
九
)

-
九
・玉
四
(
一
九
・三
四〉

一八
・五
九
二
九
・四
九
)

二
十
八

二
十
九

十 十
一十九七六 三二九三 九

十二
位
W
国
耐
用
4
4」
』
吾
川
福
H
W
u
m除
措
同

.

榊

同

お

な

漬

骨

判

期

間

こ
、

山W
図
訟
4
4
山
田
臨
時
国
除
湿

ETM
R残

-
-
山
W
羽
賂
お
帥山内
問
遺
胤
昨
〈

g川
市
川
明
同
開
組
険
〉
M

唱
渇

一ニ
、
当
監
獄
金
自
伝
市
中
が
前
年
に
比
し
低
い
の
は
お
二
袋
附
淡
駐
に
の
ベ
た
如
〈
前
年
の
当
町
田
預
金
流
通
剖
酬
が

拠
品
附
に
向
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

四
、
金
融
正
常
化
と
通
貨
盆
の
膨
脹

前
述
し
た
と
こ
ろ
か
ら
も
明
か
の
よ
う
に
、

輸
出
増
大
等
に
基
く
預
金
通
貨
量
の
増
加
は
、

そ
れ
だ
け
市
中
銀
行
の
資
金
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
改
普
し
、
金
融
正
常
化
を
推
進
せ
し
め
る
大
き
な

要
因
と
な
っ
た
。
通
貨
量
と
し
て
は
湘
加
し
金
融
は
緩
和
し
た
が
、
予
て
の
引
締
め
基
調
に
よ

る
一
般
の
デ
フ
レ

・
マ
イ
ン
ド
に
よ
っ
て
、
価
椅
景
気
を
誘
う
こ
と
な
〈
、
正
常
化
作
用
の
方

が
表
稲
に
出
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

然
し
通
貨
量
の
増
加
は
、
潜
在
的
に
は
購
買
力
増
加
の
大

き
な
要
因
に
外
な
ら
ず
、
ま
た
今
後
も
過
貨
の
増
加
は
あ
る
程
度
続
く
傾
向
忙
あ
る
如
く
で
あ

る
。
従
っ
て
預
金
通
貨
増
加
の
購
買
力
増
加
作
用
の
而
が
い
つ
ま
で
も
妥
当
な
線
に
止
ま
る
と

い
う
保
障
は
な
〈
、

正
常
化
と
信
用
膨
服
の
可
能
性
と
い
う
相
矛
盾
し
た
両
面
を
如
何
に
割
和

さ
せ
る
か
に
、
今
後
の
通
貨
政
策
の
一
つ
の
問
題
が
潜
ん
で
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

戦
前
の
預
金
通
貨
と
最
近
の
そ
れ
と
を
比
較
し
て
み
て
も
、
預
金
通
貨
残
高
は
最
近
膨
脹
し

た
と
は
い
え
、
そ
の
恢
視
は
未
だ
低
位
に
あ
り
、
従
っ
て
そ
の
回
転
率
は
著
し
〈
高
位
に
あ
る

〈
第
七
表
参
照
)
。
若
し
預
金
通
貨
が
戦
前
の
姿
に
復
し
、
そ
の
残
高
が
増
加
す
る
こ
と
と
な
っ

て
も
、
反
面
そ
の
回
転
率
が
戦
前
並
み
に
鈍
化
す
れ
ば
、
価
格
景
気
を
招
来
す
る
こ
と
に
は
な

設

四
八
七
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そ
の
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金

融

問
八
八

央
銀
行
の
信
用
調
整
力
が
控
備
さ
れ
て
い
る
と
と
で
あ
ろ
う
の

い
ず
れ
に
せ
よ
、
銀
行
券
発
行
高
の
み
で
な
く
、
預
金
通
貨
を
含
め
た
総
合
通
貨
残
高
及
び

そ
の
膨
脹
.
要
因
、
回
転
速
度
及
び
流
通
額
等
の
通
貨
事
情
を
よ
り
立
体
的
に
注
視
し
、
ま
た
反

面
で
預
金
超
過
を
直
ち
に
貯
蓄
超
過
と
い
う
信
用
収
縮
要
因
と
解
し
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
、
金
融
緩
慢
下
の
通
貨
事
情
を
正
し
く
把
握
す
る
こ
と
は
で
・
8
な
い
で
あ
ろ
う
。

ら
な
い
訳
で
あ
り
、
預
金
通
貨
を
め
ぐ
る
正
常
化
と
イ
ン
フ
レ
化
の
矛
盾
は
解
決
す
る
。
然
し

そ
の
た
め
に
は
ご
つ
の
条
件
を
必
要
と
す
る
。
第
一
の
条
件
と
し
て
は
、
企
業
が
流
動
的
な
支

払
準
備
を
持
ち
、
金
融
依
存
の
態
度
を
改
め
、
自
ら
保
有
す
る
通
貨
に
よ
っ
て
日
常
の
金
繰
り

を
行
う
よ
う
に
な
る
こ
と
の
必
要
が
指
摘
さ
れ
る
。
第
二
の
条
件
は
、

市
中
銀
行
の
行
う
預
金

通
貨
の
増
発
に
若
し
行
き
過
宮
の
懸
念
が
あ
る
場
合
、
-
直
ち
に
こ
れ
を
阻
止
し
う
る
よ
う
な
中
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